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令和４年度新潟県内部統制評価報告書に関する審査意見について 

 

 

 地方自治法第 150 条第５項の規定に基づき審査に付された令和４年度内部統制評価報告

書について、審査意見を別紙のとおり提出します。 

 



 

令和４年度 新潟県内部統制評価報告書審査意見 

 

新潟県監査基準（令和２年２月 25 日新潟県監査委員決定）に準拠し、地方自治法第 150

条第５項の規定により、同条第４項に規定する報告書の審査を行ったので、次のとおり意見

を付する。 

 

令和５年 11 月 29 日 

 

新潟県監査委員 八木  浩 幸 

新潟県監査委員 小島  義 徳 

新潟県監査委員 小 島  晋 

新潟県監査委員 岡  俊 幸 

 

１ 審査の対象 

「令和４年度 新潟県内部統制評価報告書」 

 

２ 審査の着眼点 

監査委員による令和４年度新潟県内部統制評価報告書の審査は、新潟県知事が作成した

内部統制評価報告書について、新潟県知事による評価が評価手続に沿って適切に実施され

たか、内部統制の不備について重大な不備に当たるかどうかの判断が適切に行われている

かといった観点から検討を行い審査するものである。 

 

３ 審査の実施内容 

令和４年度新潟県内部統制評価報告書について、新潟県知事及び内部統制評価部局から

報告を受け、新潟県監査基準に準拠し、「地方公共団体における内部統制制度の導入・実

施ガイドライン」（平成 31 年３月総務省）の「Ⅴ監査委員による内部統制評価報告書の審

査」に基づき、必要に応じて関係部局に説明を求めた上で、審査を行った。また、その他

の監査等において得られた知見を利用した。 

 

４ 審査の結果 

令和４年度新潟県内部統制評価報告書について、上記のとおり審査した限りにおいて、

評価手続及び評価結果に係る記載は相当である。 

 

５ 審査の意見 

（１）  公金の私的流用及び不適正な事務処理を行った職員が懲戒免職となった事案が発

生した。県政に対する信用を失墜させる重大な事案であり、職員の服務規律の確保

を徹底させるための取組を一層進められたい。 



 

    また、この事案の発生には、組織内部のチェック体制が十分に機能せず、事務の

遅延やけ怠を防止・把握する措置が講じられていないなど組織マネジメント上の課

題が背景にあったものと考えられる。これらの課題の解決を通じた適正な業務執行

及び再発防止に努められたい。 

（２） 県の業務で使用している公文書管理システムに登録した文書の添付ファイルが消

失する事故が発生した。県の意思決定に関する記録の消失という重大な結果を招き

かねない事案であることから、委託業者に対する適切な指示・監督を通じてシステ

ムの適切な運用と再発防止の徹底に努められたい。 

 

 

なお、評価対象期間（令和４年度）における事案ではないが、工事の入札予定価格情報の

漏えい容疑で職員が逮捕・起訴される事案が発生した。職員の逮捕・起訴は県政に対する県

民の信頼を揺るがすものであることから、事案の全容把握を急ぐとともに全庁を挙げて再発

防止に努められたい。 


